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e: the story of a number, Eli Maor, Princeton University Press 
推薦者：教育学部教授 藤平 秀行 
Galileo Galilei の言葉を扉に持つこの本は，対数を作った Napier の話か
ら始まり，超越数 e についての物語がπや虚数 i などと共に語られてい
ます。数学さえわからないのにまして英語，なんて思わないで気楽にコ
ーヒーと辞書を片手に読んでみては？ 上品なひとときが味わえます。い
いんです，わからなくても。 
配置場所：購入予定 
 
何を読めばいいのか分からない…そんなあなたにオススメの図書をご紹介します！ 
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渋滞学（新潮選書） 西成活裕著 新潮社 
推薦者：工学研究科准教授 星野 智史 
車だけでなく人の混雑，アリの群れから森林火災やたんぱく質の合成ま
で，ありとあらゆる渋滞現象の発生原理が分かりやすく解説された名
著。あなたが渋滞に直面した際取るべき行動のヒントがここにある。終
盤，デジタルコンピュータの限界をカオス理論におけるパイこね変換に
基づき紹介し，数学の重要性を説くあたりは秀逸。 
配置場所：分館開架１F 請求記号：514||N85 
 
武士の家計簿 : 「加賀藩御算用者」の幕末維新（新潮新書）  
磯田道史著 新潮社 
推薦者：農学部教授 金子 幸雄 
江戸時代の文化や生活はおもしろい。当時のサラリーマン（下級武士）
の暮らしにも興味を持っていたところで，偶然本書をみつけた。また著
者は，当時宇都宮大学の先生であり，一層の親しみを持った。読み進む
と，加賀藩の一武士の家庭をとおした生活ぶりが浮き彫りになり，時代
小説の好きな私にとって楽しい一冊となった。 
配置場所：本館開架２Ｆ 請求記号：081.6||Sh61||005 
人間解放の理論のために 真木悠介著 筑摩書房 
推薦者：生涯学習教育研究センター准教授 佐々木 英和 
論理的思考とは，美しいものでなければならない。研究者としての私に，
そのように確信させた一冊です。シンメトリックで幾何学的な文章展開
が，理性と感性との二分法を「美」へと昇華させてくれます。学生が一
人で読むには難解な本ですので，宇大ならではのフランス式庭園を直に
眺めつつ，輪読会を開くことをお薦めします。 
配置場所：本館書庫 請求記号：361.4||89 
 
独裁体制から民主主義へ ジーン・シャープ著 筑摩書房 
推薦者：国際学部教授 今井 直 
本書は，1993 年に書かれ，2011 年の「アラブの春」や若者によるウォ
ールストリート占拠など多くの抗議運動の中で教科書のように読まれ
ました。民主主義や自由は，けっしてカリスマ的なリーダーが与えてく
れるものではなく，普通の人々が選挙の時だけでなく普段から政治や社
会に対する関心を表明，行使することにより機能します。権力や組織に
ただ従順であるのではなく，時には非暴力による抵抗・不服従を展開す
ることの重要性を教えてくれる本です。配置場所：購入予定 
つばさものがたり 雫井脩介著 小学館 
推薦者：教育学部４年生 梅田 翔平 
ぼーっとしていました。テストやバイト，人間関係に少し疲れていたの
かもしれません。しんどいなぁ～。図書館をふらっと歩いていると，目
に入ったタイトルが、「つばさものがたり」。つばさねぇ～。そう思っ
て手に取った本は，少しだけ，歩み出す一歩が軽くなる，そんな本でし
た。 あなたにも，つばさがみえますように。 
配置場所：本館開架２Ｆ 請求記号：913.6||Sh94 
 
深夜特急 沢木耕太郎著 新潮社 
推薦者：図書課職員 赤羽 直美 
26 歳の主人公がインドのデリーからイギリスのロンドンまでバスで一
人旅をする物語です。この本が書かれた時代と現在とでは状況がかなり
違いますが，著者と一緒に自分探しの旅をしているような気分になれま
す。とても読み易いので，どなたにもオススメです！ 
配置場所：購入予定 
 
From U.U. Library 
 暦の上では春を迎えましたが，まだまだ寒い日が続いて
います。そんな日は暖かい室内で読書をするのはいかがで
しょうか？ 
 図書館では現在，春休み長期貸出を実施中です。2 月 4
日以降に貸出手続きを行った図書は，返却期限が 4 月 12
日までになります。（貸出冊数は通常通りです。また，卒業・
修了予定者や学外者の方には適用されませんのでご注意く
ださい。） 
 
